
厚生労働大臣 殿  

ＵＡゼンセン 

日本介護クラフトユニオン 

要 請 事 項  
今、介護現場では、離職者の数を入職者で充足できないほど深刻な人材不足が続いています。このこ

とによる介護事業所の休止・廃止も相次ぎ、このままでは、介護従事者の不足により介護保険制度の持

続が危ぶまれる状況にあります。 

 私達は、介護従事者が希望と誇りをもって働き続けられる処遇を実現することが、介護保険制度の持

続を可能にするとともに介護サービスの質の向上に寄与すると考えています。 

こうした観点から、２０１８年度介護報酬改定にあたって、介護の現場に従事する立場から下記の要

請を行います。厚生労働大臣におかれましては、私たちの要請にご高配を賜り適切な介護報酬の設定を

お願いいたします。 

 

１．介護従事者が、介護を生涯の仕事として、生活設計が描ける処遇を実現できる介護報酬水

準を設定してください。 

２．利用者と介護従事者が、理解及び納得できる介護報酬を設定してください。 

                                          

（署名は消えないボールペンで、住所は都道府県からご記入をお願いします） 

ＮＯ 氏  名 住    所 

１ 
     都道 

府県 

２ 
 都道 

府県 

３ 
 都道 

府県 

４ 
 都道 

府県 

５ 
 都道 

府県 

６ 
 都道 

府県 

７ 
 都道 

府県 

８ 
 都道 

府県 

９ 
 都道 

府県 

10 
 都道 

府県 

私は、署名用紙に記入された氏名・住所を要請として大臣に提出する目的で使用することに同意します。 


